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「「「「EEEE----BOOKBOOKBOOKBOOK白書白書白書白書2007200720072007----2008200820082008」」」」遂遂遂遂にににに発売発売発売発売!!!!!!!!    

 

 



はじめにお読み下さい。 

 

記事サンプルダウンロードいただきまして誠にありがとうございます。 

今回、サンプルPDFとして配布いたします情報商材は、現在情報商品の販売サイトで流通す

る商品の丁度「まんなか」のレベル感、つまり「標準的商品」といって差し支えないと思い

ます。 

 

「Ｅ－ＢＯＯＫ白書2007－2008」では収録した２５１の情報商品を 

ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃ、評価外 の５段階で評価しております。 

 

総論といたしましては、Ｂ評価の上位商品以上から 

 

「書店では買えない価値ある情報」 

「高額を支払って手に入れる情報」 

 

という本来の情報商材のコンセプトに合致する商品といえそうです。 

 

このような「利益を生む情報」「購入者を満足させる情報」「価格以上の価値のある情報」

はどんどん世に広めていきたいと思うと同時に、 

 

誇大広告や虚偽広告で商品を高額で売りさばく詐欺発行人を排除するべく 

闘って参りたいと考えております。 

 

私共は、「Ｅ－ＢＯＯＫ白書」シリーズの刊行を通して、 

「高額情報を買う前に購入価値を知ることができる」 

 

という市場環境を整備して参る所存です。 

株式会社 トレンドライフ 

代表取締役 高橋範夫 

 

 

 

 

http://analyze.full-marke.com/af.do?ad=4808d440737 

    http://analyze.full-marke.com/af.do?ad=1a7a05f7739 

 

http://analyze.full-marke.com/af.do?ad=2da41d13738 
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最終兵器CYBORGFX
VTトレーディングにあるシステムをカスタマイズしたツールを使ってのシステム売買。4

時間足でのトレードである。

インフォカート …………21位

インフォトップ……………ー位

インフォストア……………ー位

主要ASP売上げランキング

レーダー分析

PDF 書籍 ソフトウェア 音声ファイル DVD CD メールサポート 電話サポート サポートフォーラム 返金保証 その他

コース コース商材形態 サポート形態 商材価格 アフィリ報酬

29,48067,000A

発行元情報

■著者名
■販売業者
■運営統括責任者
■所在地
■電話番号
■Eメール
■URL

OFFICE FX
OFFICE FX
藤原達郎
鳥取県西伯郡大山町下甲327
0858-58-4077
admin＠☆office-fx.biz
http://www.office-fx.biz/index-infc.htm
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サインは分かりやすいが、それに基づいた投資判断の段階で悩むこ
との多いシステムであるため利益を出すのはそれなりに苦労する。

利益が出るか △△
簡単な操作と説明であるが、利益を出すための判断とそれだけの知
識を得ることに時間を費やすだろう。

ノウハウの実行に費やす時間は適正か △△
カスタマイズしただけのシステムであり、不確実なものなので非常
に割高感を感じる。元を取れない人も多いだろう。

元は取れるか △△
サイン通り売買するだけなので実現性は高いようだが、利益を出す
ためには結局判断を要する点では実現性が高いとは言い切れない。

実現性があるか △△
カスタマイズの説明は十分だが、それを使う部分の説明が不足、値
段の割りに発展性が乏しい。

手順が分かりやすく示されているか ×
オリジナルのシステムよりサインが早めに出るが、その分、だましも多く、損
切りが多くなる可能性が高い。損切りをできない場合はハードルが高い。

実施におけるハードルは低いか ×
システム売買といえども、より精度を上げるには人の目が必要。経
験を積めば役立つ。

そのノウハウは役に立つか △△
特に影響はない。

利用者増加による影響を受けないか ○○
特に影響は受けない。

法律や条例改正の影響を受けないか ○○
商品を見れば、販売サイトの表現は誇大と言わざるを得ない。

販売サイトに誇大表現が含まれていないか △△
特にないと思われる。

販売サイトに説明不足な点はないか ○○
そうした懸念はない。

法律に抵触していないか ○○
倫理的な問題はない。

倫理的に問題はないか ○○
現行システムに若干、手を入れただけのツールであり、サインも驚
くほど正確ではない。損切りは不可欠。

そのノウハウに驚きはあるか ×
特に感じられない。

希少性はあるか ×
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1．VTトレーダーのカスタマイズ

1．VTトレーダーのカスタマイズ 2．リスク管理が大事

トレーディングの前にVTトレーダーに付属してい

る「VT-Commodity Channel Index System」というシ

ステムをカスタマイズする。カスタマイズは以下の通

りである。

まず、初期画面の左上から、『ツール』→『トレーディ

ングシステムビルダー』を選択する。次に『VT-

Commodity Channel Index System』を選択し、『複製

（Clone）』をクリックする。『Name』を変更して任意の名

前を入力する。

続いて、『inpu t』タブをクリックする。続いて

『Level_Control』を選択し、Default の値を -33 に変更す

る（最初は40 になっている）。次に『Level_Extreme』を

選択し、Default の値を 0 に変更する（最初は100 にな

っている）

続いて、『Output』タブ →『Signal_Long』と選択し、

『編集』をクリックする。『Graphic enable』、『Alerts

enable』にチェックが入っているのを確認して『OK』を

クリック。

次に『Graphic』タブを選択、『Size』はsmallが望ましい。

『Color』は何でも構わないがここでは赤とする。

次に『Alerts』というタブを選択、『Alert message』に

CCI？ Signal Long と入力する。

加えて、『Standard alert sound』を『others.wav』に変

更する。以上が完了したら、下部の『OK』をクリックする。

続いて、『Signal_Long_Close』を選択し、『編集』をクリ

ックする。チェックボックスのチェックは全てはずす。

『Signal_Short』を選択し、『編集』をクリックする。

『Graphic enable』、『Alerts enable』にチェックが入って

いるのを確認して『OK』をクリック。『Graphic』タブを

選択、『Graphic』タブを選択、『Size』はsmallが望ましい。

『Color』は何でも構わないがここでは青とする。

次に『Alerts』というタブを選択、『Alert message』に

CCI ？ Signal Short と入力する。加えて、『Standard

alert sound』を『ringout.wav』に変更する。以上が完了

したら、下部の『OK』をクリックする。

続いて、『Signal_Short_Close』を選択し、『編集』をク

リックする。次にチェックボックスのチェックを外し、

『OK』をクリックする。フロッピーディスクのマークを

クリックし、保存する。

最後に稼動させてみる。チャート上で右クリックし、

『設定トレーディングシステム』を選択する。『追加』を

クリックする。先ほどカスタマイズしたもの（任意の名

称）を選択し、『追加』をクリックする。同意事項を確認

してくるので、チェックを入れ、同意（I Agree）を選択

する。次にシステムのプロパティを確認してくるので、

『OK』をクリックする。次に出てくる画面を『閉じる』を

クリックして閉じる。

チャート画面右上の『最大化』（赤丸内）をクリックし、

チャートを見やすく拡大する。

画面左下の時間足選択を、4H（4時間足）に設定する。以

上で設定は完了となる。

ちなみにカスタマイズしたシステムは値動きの振幅

に対して現在の乖離がどの程度かを指数化したもので

周期的な相場の転換点を探すために利用されているも

のだ。この説明がないため、読者は自分が何をしたかわ

からない。この説明はほしいところだ。これでは日々状

況の変化がある相場に対応し続けていくということが

できなくなってしまうだろう。

上記のカスタマイズが終われば、売買に入るが、その

手法は「赤の↑が出たら、買い注文、青の↓が出たら、売

り注文。全て成り行きでトレードする」というものであ

る。通貨ペアは米ドル・円のみで4時間足だけを用いる。

E-BOOKの評論

目次

2．リスク管理が大事

「米ドル・円、4時間足のトレードで40pips」。これがリ

スク管理の第1だといい、注文を出す際には40pipsでの

逆指し値を必ず行うこと。リスク管理の第2は建て玉の

大きさをレバレッジで、「取引証拠金が、全口座資産の10

分の1以下、レバレッジは「高く見積もっても50倍以下」に

して、これを遵守すると念を押す。リスク管理の第3は資

産の管理。「獲得した利益を、そのまま全額、次 と々証拠

金に組み込まない」。複利計算にはだまされるなという

警告である。第4はマシン（つまりパソコン）の管理。予

備記録媒体の確保やセカンドマシンの準備を行い不測

の事態に備えろという。

システム同様、説明もシンプルである。ストップロスを

決めているので損失は最低限にとどまるが、サインが出

ても止めたほうがいい時とか、状況の応じた見解が欲し

いところだ。補遺である程度、説明しているが、もう少

しサンプルがあればより分かりやすくなる。

また、巻末に、より多くの通貨ペアに対応できる「真

打！　ZERO」というカスタマイズがついている。こ

のカスタマイズについては基本的に上記と同じ手順で

行うが、異なる点としては、Input タブの各項目での
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数値設定である。PrCCI を 15 に変更する（Default は

14）、Level_Control を 0 に変更する（Default は40）、

Level_Extreme も 0 に変更する（Default は100）。以

上の設定を終えて、システムを反映させると、真ん中

に青い破線が一本だけ入ったCCI が表示され、CCI 値

が青破線を上抜く時に買いシグナル、下抜く時に売り

シグナル、が出るようになっている。

対応通貨の代表的なもの挙げると、USD/JPY （米

ドル / 円）、GBP / JPY （ポンド / 円）、

NZD / JPY （ニュージーランドドル / 円）、EUR /

JPY （ユーロ / 円）、EUR / USD （ユーロ / 米ドル）、

GBP / USD （ポンド / 米ドル）、GBP / CHF （ポン

ド / スイスフラン）となっている。基本的には4 時間

足において対応しており、一応の保険として、損切り

を 60 pips 幅 と設定すると良いという。どちらを使う

かは読者の好みによるだろう。

テキストの指示通り、VTトレーディングにシステムを組み込み、そのサインで売買。指摘どおりドル円の4時間足を
使用。期間は2007年5月4日から6月20日まで。序盤は小さな下落後に上昇。中盤は下値切り上げでの揉み合い相
場、後半が大きな上昇相場であった。スプレッドは4、1回当たり1万ドルで運用。ロスカットは40pipsに設定。連
続して同じサインが出たときは追加とし、反対サインあるいはロスカットラインで決済とした。

【検　証】

売買 エントリー 時間 エントリー値 決済値 決済 時間 損益
売り 5月4日 12:00 120.32 120.1 5月8日 0:00 2,700
買い 5月8日 20:00 119.93 120.37 5月10日 16:00 4,000
買い 5月9日 12:00 119.78 120.37 5月10日 16:00 5,500
売り 5月10日 16:00 120.26 119.77 5月11日 12:00 5,300
買い 5月11日 12:00 119.77 120.22 5月13日 16:00 4,100
売り 5月13日 16:00 120.22 120.62 5月16日 12:00 -3,600
売り 5月14日 0:00 120.11 120.51 5月16日 12:00 -3,600
売り 5月15日 8:00 120.21 120.61 5月16日 12:00 -3,600
売り 5月15日 16:00 120.2 120.6 5月16日 12:00 -3,600
売り 5月18日 12:00 120.87 121.27 5月21日 8:00 -3,600
売り 5月23日 12:00 121.5 121.34 5月25日 8:00 2,000
売り 5月24日 0:00 121.54 121.34 5月26日 8:00 2,400
買い 5月26日 8:00 121.34 121.37 5月29日 4:00 -100
売り 6月4日 8:00 121.99 121.13 6月7日 4:00 9,000
買い 6月7日 4:00 121.13 121.65 6月12日 8:00 4,800
買い 6月8日 8:00 120.92 121.65 6月12日 8:00 6,900

合計損益 28,600

テキストが言うように大きく取るということはできないシステムのようだ。いいタイミングで一方のサインが
出ても、中途半端なところで反対売買のサインが点灯し、せっかくの大魚を逃すケースが非常に多い。ことに
後半の最もおいしい局面では、底値圏で買いサインが出たが、中段の揉み合いで売りサインが出て、その後の
急騰相場に乗れなかった。タイミングを参考程度にとどめ、あとは視覚を頼りに売買すればいい結果が出る可
能性がある。


